
【リンパ節腫大に使われる薬剤】

リンパ節腫大に使用される薬剤は、原因と

なる疾患によって異なります。細菌感染症に

対しては、抗菌薬を使用します。白血病や悪

性リンパ腫に対しては、抗がん剤による化学

療法が行われます。悪性リンパ腫に対して有

効な抗がん剤は多数存在しますが、中でもシ

クロホスフアミド（エンドキサン）、ピンクリ

スチン（オンコビン）、ドキソルビシン（アド

リアシン）がよく使用されます。この 3つの

抗がん剤に副腎皮質ホルモンを加えた 4剤に

よる併用療法（CHOP療法）が最も標準的な

化学療法とされています。

さらに最近、 B細胞の表面に存在する

CD20と呼ばれるタンパク質に対する抗体

療法が開発され、その有効性が注目されてい

ます。 B細胞リンパ腫に対する抗体療法には

リツキシマブ（リツキサン）という治療薬が

用いられます。リツキシマブ（リツキサン）

は、他の抗がん剤と異なり、白血球や血小板

を減らす副作用が弱いために、抗がん剤の投

与量を減らさずに化学療法と併用することが

できます。 CHOP療法や CHOP療法とリツ

キサンの併用療法（RCHOP療法）は全身状

態のよい場合には外来でできる治療法です

が、主な副作用として、骨髄毒性（白血球減

少、血小板減少、貧血）、吐き気、日匝吐、食欲の

低下、末梢神経障害（手足のしびれ、神経痛様

の痛みなど）、便秘、脱毛、心臓や肺の障害、勝

脱の粘膜が荒れやすくなるなどがあります。

副作用の重篤化を防ぐためにも、気になる症

状のあるときはすぐに医師、薬剤師に相談し

て下さい。

（薬剤師 田淵真弓）

【リンパ節の働きと食事】

リンパ節はリンパ管を流れる細菌などを抑

え込み、感染症などから体を守る免疫機能

に重要な役割を果たしています。リンパ節

腫大の原因は様々ですので、食事内容はそ

の原因となる病気を基本としますが、普段

からバランスのよい食事を続けることで免

疫力が高くなります。ここでは免疫機能に

おいて特に重要な働きをする栄養素につい

て紹介します。

①《ビタミン A》皮膚や粘膜を正常に保ち、

細菌に対する抵抗力を高めます。レバ一、緑

黄色野菜、うなぎなど。②《ビタミン C》血管

や皮膚を強くし、抗ウイルス作用があります。

いちご、柑橘類、ブロッコリ一、小松菜など。

③《ビタミン E》老化を予防し、血行を改善

します。落花生、納豆、植物油など。④《亜鉛》

リンパ球の機能を保ち、感染症にかかりにく

くします。カキ、牛肉、カシューナッツなど。

⑤《鉄》体内に酸素を運び、免疫力を高めます。

レバ一、ひじき、ほうれん草など。ビタミン

Cや銅（レバー、くるみ、ココアなど）と一

緒に摂ると吸収しやすくなります。

また、食物繊維（野菜、海草…）や乳酸菌（ヨ

ーグル卜…）などにより腸内環境を整えるこ

とで免疫調整がよくなるとも言われていま

す。体をつくる基礎となるたんぱく質（肉、魚、

卵…）も免疫機能を正常に保つのに重要です。

多くの食材を組み合わせ、規則的な食生活

で免疫力の強い体を作りましょう。

（管理栄養士藤崎まなみ）
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くす（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多く見ら
れます。種々の精油成分を含み、良い香りがします。
樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出されるなど有用な
薬用樹でもあります。また、くすし（薬師）とは、医
師のととを指し、くすしぶみ（薬師書）は医術に関す
る書物のことを言います。本紙はこのくすにあやかり、
健康な生活を送るために情報を提供します。
気楽に読んで健康を守りましょう。



診療時間 8:30～17 : 00 
（診療受付時間 g:30～11:00) 

ただし、急患はいつでも受診できます。

（診療科目）総合医療センター［総合診療科、血液・腰

原病内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科（腎センター）、

神経内科（脳神経センター）、呼吸器科（呼吸器センター）、］

心臓血管tけー（循環器科、心臓血管外科）、消化器病

Uト（消化器科）、精神科、小児科、外科、小児外科、

整形外科、脳神経外科（脳神経センター）、皮膚科、形

成外科、泌尿器科、産婦人科、感覚器tント（眼科、耳鼻

咽喉科）、気管食道科、 リハビリテーション科、画像診断・治療

センター（放射線科）、麻酔科、歯科・口腔外科、救命救

急センター、人間ドサ、脳ト＇＇ 1ク

診療科の特色：総合医療センター
血液・惨原病内科

文字通り血液、つまり白

血球、赤血球、血小板、血

提成分に異常をきたす疾患

を診療しています。鉄欠乏

性貧血、白血球増多、リン

パ節腫脹、血小板減少症か

ら再生不良性貧血、さらに

（内科医長日高道弘）白血病、悪性リンパ腫など

の造血器腫虜までさまざまな疾患が含まれま

す。当科の特徴として県下で唯一骨髄パンク

から同種移植の認定を受けた骨髄移植センタ

ーであり、全国的にも有数の移植施設である

ことが挙げられます。県内外から紹介される

患者様を受け入れ、無菌ユニットと熟練した

スタッフにより年間約 50～60例の移植治療

を行っています。また腰原病などの自己免疫

疾患の診療にも取り組んでいます。

【リンパ節腫大】

リンパ節は、全身に張り巡らされてい

るリンパ管の要所要所に存在し、細菌や

腫療が全身に簡単に拡がらないようくい

止める役割をしています。このリンパ節

はウイルス・細菌・結核などの病原体、

勝原病など免疫異常症、悪性リンパ腫や

各種の癌など腫蕩性疾患で腫大します。

頚部、服宮、鼠径部のリンパ節は体の表

面にあるため腫脹した場合、触ることが

可能です。腫大の部位や性状にはその原

因により特徴があります。

たとえば病原体などによる炎症の場合

は発熱や痛み、発赤を伴うことが多くリン

パ節は比較的柔らかく腫大し、押さえると

痛みを感じます。口腔・咽頭など頚部周囲

の炎症では耳の後ろや頚部上部、下顎部が

腫大し、感染症の一つである猫引っかき病

は引っかかれた上肢の服寵リンパ節が腫大

します。食道・胃などの癌の転移の場合、

鎖骨上のリンパ節が腫大することが多く、

この場合リンパ節は押さえても痛みはな

く、石のように固く腫大する傾向がありま

す。原因を調べるための検査として採血、

X線検査に加え、超音波検査によるリンパ

節の観察が非常に有用です。

以上の検査で悪性が疑われる場合や

良性と思われでも原因がはっきりしな

い場合などに針生検やリンパ節を丸ご

と摘出して組織検査を行うことがあり

ます。治療は原因によって異なり、様

子観察するだけで治ってしまうものか

ら抗菌薬などの薬物療法や抗がん剤、

放射線療法、免疫療法などを行う場合

など様々です。

リンパ節腫大は免疫機構が体の外部

や内部からの攻撃に対し防御している

反応で、しばしば重要な診断の手がか

りとなるため放置せず専門医を受診す

ることが必要です。

（内科医長 日高道弘）
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